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よって低応力脆性破壊発生温度は溶接残留応力だけが存在する場合よりも 500C ないし 600C高温側に移
行することを明らかにし，先在切欠きを有する溶接継手では溶接熱ひずみ履歴の影響を無視できない
ことを指摘している。さらに，鋼材の熱ひずみ脆化感受性を評価するための簡便な試験法を考案し，
この試験法を用いて鋼の熱ひずみ脆化現象におよぼす冶金的諸因子の影響を調査し，これに基づいて
溶接熱ひずみ脆化感受性の低い 50キロ高張力鋼を開発している。
以上のように本論文は 鋼の脆性破壊におよぼす溶接の影響とくに溶接熱ひずみ履歴の影響につい
ていくつかの有用な知見を与えたものであり，溶接工学上寄与するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
-525-
